
第 ６ 学 年 家 庭 科 学 習 指 導 案

６年２組 指導者 重 枝 孝 明

題 材 くふうしよう１食分の食事

１ 本題材でめざす子どもの姿について

対象と向き合う子どもの姿【対】 自己と向き合う子どもの姿【自】 他者と向き合う子どもの姿【他】
◯自分の家庭生活を振り返りなが ◯１食分の献立作成の方法や調理 ◯よりよい献立作成の方法や調理
ら、栄養バランスを中心とした の方法について、自分の考え の方法を追究しようと、仲間に
１食分の献立を作成したり、効 の深まりを自覚している。 助言したり仲間の考えを取り入
率的に調理したりしている。 れたりしている。

２ めざす子どもの姿を実現するために

本学級の子どもたちは、食事の役割を考えながら、ご飯やみそ汁、「ゆでる」「いためる」

を用いたおかずなどをつくる学習に取り組んできた。このような子どもたちが、自分の家庭生

活を振り返りながら、栄養バランスを中心とした１食分の献立を作成し、調理する学習に取り

組む。このことは、子どもたちが家族の一員として、自分にできることが増えたことを自覚し、

自ら家庭生活に関わろうとする態度を養うことにつながるであろう。

本題材は、１食分の献立を作成し、調理する学習である。子どもたちは、生活経験や学習経

験をもとに、よりよい献立作成の方法や調理の方法について考えていくであろう。その際、自

分の家庭生活を振り返ることを大切にしたい。そうすることで、家庭の状況をもとに、栄養バ

ランスを中心とした献立作成の方法や効率的な調理の方法を理解し、家庭で実践する力をつけ

ることができると考えるからである。

そこで、以下のような支援を具体化し、本題材でめざす子どもの姿の実現を図る。

○ ｢材料」や「朝昼晩いつの献立か」、「時間」など、より実生活に近い状況を設定する。

そうすることで、自分の家庭生活を振り返りながら、栄養バランスを中心とした献立を作

成したり、手際よく調理を進めたりすることができるようにする。【対】

○ １食分の献立作成の方法について考えを交流する際には、献立で工夫したことを説明す

るように促す。そうすることで、自分と仲間の考えの共通点や相違点を捉えたり、仲間の

考えのよさに気付いたりすることができるようにする。【他】

○ 授業の終末には、自分の最初の考えがどのように変化したかを問い、学習を振り返る場

を設ける。そうすることで、自分の考えの深まりを自覚することができるようにする。【自】

３ 本題材の目標

○ よりよい１食分の献立作成の方法や調理の方法を考えることをとおして、栄養バランス

を中心とした献立作成や効率的な調理の方法を理解し、調理することができるようにする。

○ 日常の食事やその栄養バランスに関心をもち、家族の一員として、自ら家庭生活に関わ

ろうとする態度を養うことができるようにする。

４ 本題材における評価規準

知識・技能(知) 思考・判断・表現(思) 主体的に学習に取り組む態度(態)
○栄養バランスを中心とした１食 ○生活経験や学習経験をもとに、 ○１食分の献立作成や調理に関心
分の献立作成の方法や調理の方 １食分の献立作成の方法や調 をもち、よりよい献立作成の方
法を理解し、身近な食品を用い 理の方法を工夫している。 法や調理の方法を追究しようと
て調理することができる。 している。

５ 指導計画（全１１時間）

第１次 学習の見通しをもつ（１時間）

第２次 １食分の献立作成の方法を考える（４時間）【本時３／４】

第３次 １食分の食事の計画を立て調理する（４時間）

第４次 家族との食事の計画を立て実践する（２時間）



６ 本時案 【平成３０年１１月２日 ９：５０～１０:３５ 家庭科教室】

（１）ねらい 献立作成の方法について考えを交流したり、献立を見直したりすることをと

おして、栄養バランスを中心とした献立を工夫することができるようにする。

（２）学習過程 ※下線は３つの向き合う姿が表れている子どもの意識

学習活動・学習内容 子どもの意識 ◯教師の支援

１ １食分の献立を ・ 今日は昼ごはんとして、１食分の食事のう ○「家庭科室にある材

作成する。（15 分） ち、みそ汁の実とおかずを考えるのだね。 料」という条件を設

・栄養バランス ・ 家庭科室にある材料でつくるのか。家でも、 定することで、より

・身近な材料を用い 冷蔵庫にあるものを使って食事をつくるこ 実生活に近い状況

た料理 とがあるよね。 で、自分の生活を振

り返りながら献立を

・ 栄養バランスを考えて献立をつくろう。 作成することができ

Ａ 家でもよく出る、卵料理はどうだろう。オ るようにする。【対】

ムレツがいいのではないかな。【対】 ○前時で扱った料理カ

２ 作成した献立に ードを掲示しておく

ついて考えを交流 ことで、献立作成の

し、自分の献立を ・ ○さんの献立は、どの色の食品も同じくら 参考にすることがで

見直す。 （25分） い入っていていいね。 きるようにする。

・仲間の献立作成に ・ ▲さんの献立は「赤の食品」が少ないから、 【対】

対する考え方 野菜いためにベーコンを入れたらよいね。 ◯作成した献立につい

・栄養バランス Ｂ Ａさんは、オムレツに玉ねぎを使っている て、グループでアド

・色どり から、みそ汁の実にも玉ねぎを入れたらい バイスをし合う場を

・効率的な調理 いのではないかな。同じ野菜をどちらにも 設定することで、仲

使うことで、準備の手間が省けるよさがあ 間の献立の工夫に気

ると思うよ。 付いたり、それを自

・ 全体的に茶色っぽいから、色どりも考える 分の献立に取り入れ

とよいね。〇さんのみそ汁にはにんじんを たりすることができ

入れたらよさそうだ。 るようにする。【他】

Ａ 玉ねぎをオムレツだけでなく、みそ汁にも ○よりよい献立になる

使うのはいいね。自分の考えにはなかった ように工夫したこと

よ。取り入れてみよう。【他】 を振り返りに書くよ

３ 本時の学習を振 Ｂ 献立をつくるときには、黄赤緑の栄養バラ うに促すことで、献

り返る。 （5 分） ンスが整っているのが一番大事で、それ以 立作成の方法に対す

・自分の考えの深ま 外にも、色どりを考えることや、一つの材 る考えの深まりを自

り 料をいろいろな料理に使うといった工夫が 覚することができる

できることも分かったよ。【自】 ようにする。【自】

（３）板書計画

友だちの献立を見て、取り入れたいところ

やアドバイスしたいところはあるかな？

どのような献立にしようかな。


